
 

 

 新型コロナウイルス感染症対策として山形県でも休校延長など

様々な取り組みが行われております。 日常生活の変化により、子

どもは大人が考える以上にいろいろなことを敏感に感じ、不安になり

やすいものです。お子さんの安心と安全を高めるような関わりと見守

りのポイントをお知らせいたします。       

① 「いつもと違う状況下」のストレスは、身体と気持ちと行動の
変化を起こすことがあります。例えば・・・                        
（身体）頭痛・腹痛・不眠や過眠・食欲不振や食べ過ぎ            

（気持ち）イライラ・元気がなくなる・泣いてしまう・わがまま      

（行動）そわそわ落ち着かない・反抗が強くなる・無口になる 

これらの行動は非常時に対する当たり前の反応です。お子さん

の不安や落ち着かない気持ちを否定せずに受け止め、落ち着

いてゆったりとした雰囲気で話を聴いてあげてください。 

② お子さんと一緒にリフレッシュの方法を考えてみましょう。                  

例えば普段出来なかったことにチャレンジしたり、お家で出来る

楽しみを、お子さんと一緒に考えて増やしていきましょう。身体を

動かすこともとても大事です。多くのアスリートや芸能人がいろん

なアイデアをインターネットにアップしていますので、一緒に検索し

て体験してみませんか。保護者のみなさまの健康維持にも役立

ちますね。 

③ 「つながり」を大切にしましょう。                                

保護者のみなさまも心配や不安な気持ちになるときがあると思

います。その時は「つながり」を活用し、コミュニケーションを取り合

いながらご自身のケアを行ってくださいね。お子さんについての

様々な心配事はご家族だけで解決しようと頑張りすぎず、学校

の先生方やスクールカウンセラー（スクールカウンセラーが勤務し

ていない学校は先生に問い合わせてください）にご相談くださ

い。一緒に子どもたちの安心と安全について考えて行きましょ

う。 

④ SNSの使い方や信頼できる情報収集について家族で考えて

みましょう。                             

非常時にはうわさ話やチェーンメール、不確かな情報が拡散し

やすくなります。お子さんたちと「正しい情報をしっかりと収集する

にはどうしたかいいかな。」「うわさ話を聞いたときに不用意に誰

かに拡散しないこと。」など、一緒に考えてみましょう。 
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